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2000年度を100とした場合の
各国の科学技術関係予算の推移

注）各国の科学技術関係予算をIMFレートにより円換算した後、2000年度の値を100として算出。
資料）日本： 文部科学省調べ。各年度とも当初予算 中国： 科学技術部「中国科技統計数据」

EU-15： Eurostat その他の国： OECD「Main Science and Technology Indicators」
IMFレート：IMF「International Financial Statistics Yearbook」

研究費の政府負担割合の推移

資料）日本：総務省「科学技術研究調査」、その他：OECD「Main Science and Technology Indicators」

政府負担研究費対GDP比の推移

資料）日本：（政府負担研究費）総務省「科学技術研究調査」、（GDP）内閣府「国民経済計算確報」
EU:（研究費、国内総生産）「Eurostat database」
その他：OECD「Main Science and Technology Indicators」

出典：文部科学省作成
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○ 我が国の科学技術関係予算の伸びは低調。

○ 我が国の政府負担研究費の対GDP比は高くない。

○ 我が国の政府負担は低いまま。

１－１ 科学技術投資の推移
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１－２ 科学技術関係経費の推移
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１－３ 大学の財政的支援の経年変化

国立大学運営費交付金及び私立大学経常費助成の減少傾向は、近年下げ止まっているが、依然として低い水準。
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１－４ 科研費の予算額の推移
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第２期基本計画

（＋４６１億円）

第３期基本計画
（＋１２０億円）

第４期基本計画

※助成額

基金化の導入、
採択率の改善
（H23年度）

間接経費の導入
（H13年度～）

※予算案

※予算額は、当初予算額を計上

※平成23年度から一部種目について基金化を導入したことにより、予算額には、翌年度以降に使用する研究費が含まれることとなったため、予算額が当該年度の
助成額を表さなくなりました、そのため、当該年度に助成する金額を｢助成額｣として、予算額とは別に表記しています。
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１－５ 科研費の直接経費・間接経費の推移
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出典：科学技術政策研究所「科学研究のベンチマーキング２０１１」
資料：トムソン・ロイター サイエンティフィック“Web of  Science”を基に、科学技術政策研究所が集計。
注：論文シェアの3年移動平均（2009年であれば2008、2009、2010年の平均値。）整数カウントである。

集計している分野は、化学、材料科学、物理学、宇宙科学、計算機科学、数学、工学、環境／生態学、地球科学、臨床医学、精神医学／心理学、農業科学、生物学・生化学、
免疫学、微生物学、分子生物学・遺伝学、神経科学・行動学、薬理学・毒性学、植物・動物学であり、経済学・経営学、複合領域、社会科学・一般を除く。

◆ 国・地域別論文発表数：上位２５か国・地域

２－１ 国・地域別論文発表数

我が国の自然科学分野における研究力の低下傾向（論文数シェアは４位から７位へ）

6

４位

７位

Top10%補正論文数
2009年―2011年（平均）

Top10%補正論文数
1999年―2001年（平均）



注：論文シェアの3年移動平均（2010年であれば2009、2010、2011年の平均値。）整数カウントである。
資料：トムソン・ロイターサイエンティフィック“Web of  Science”を基に、科学技術政策研究所が集計。

集計している分野は、化学、材料科学、物理学、宇宙科学、計算機科学、数学、工学、環境／生態学、
地球科学、臨床医学、精神医学／心理学、農業科学、生物学・生化学、免疫学、微生物学、分子生物
学・遺伝学、神経科学・行動学、薬理学・毒性学、植物・動物学であり、経済学・経営学、複合領域、社会
科学・一般を除く。

◆ 国別の論文数シェアの状況

２－２ 国別論文数シェアの推移

我が国の論文数シェア及びインパクトの高い論文数シェアは相対的に低下
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出典：科学技術政策研究所 「科学技術指標２０１２」



２－３ 論文生産性の状況

出典：科学技術政策研究所 「日本と主要国のインプット・アウトプット比較分析」（2009）

日本 米国 英国 ドイツ

高等教育部門
0.39

件／人
0.66

件／人
0.51

件／人
0.44

件／人

政府部門
0.45

件／人
0.49

件／人
0.37

件／人
0.27

件／人

◆ 研究者１人あたりの論文生産数

注1：各セルの数値は、2004～2006の平均値。
注2：英国のインプットデータには大学病院のリソース（研究者数や研究開発費）が含まれていない。

このため英国の論文生産数性は他国と比べて大きくなっている可能性がある。
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２－４ 科研費論文数シェアの推移

○我が国の論文数の世界シェアは近年低下傾向。
○科研費による論文の割合は上昇傾向。→日本の論文産出活動において科研費は大きな役割。

• 日本の論文数世界シェアは2000年頃をピークに低下傾向にある。

• 日本の論文数に占める科研費論文の割合は2000年代前半から後半にかけて、40.8％から47.3％へ
と上昇しており、日本の論文産出活動における科研費の役割が大きくなっていることが分かる。
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科学技術政策研究所発表資料（2012年1月22日 文部科学省科学技術・学術審議会学術分科会研究費部会）
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※ 大学の学部（大学院も含む）。２００８年の値は母集団の学問分野別と国・公・私立大学別のバランスを
考慮し、科学技術政策研究所が計算したもの。

資料：文部科学省「大学等におけるフルタイム換算データに関する調査」

２－５ 研究者の研究時間

大学における研究者の研究時間は、減少傾向。（年間平均：1346時間（2002年）→1041時間（2008年））
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３－１ 科研費配分状況一覧（平成２４年度）※新規採択分
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３－１ 科研費配分状況一覧（平成２４年度）※新規採択分②
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３－１ 科研費配分状況一覧（平成２４年度）※新規＋継続
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３－１ 科研費配分状況一覧（平成２４年度）※新規＋継続②
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３－２ 採択率の推移（研究種目別）
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３－３ 科研費の評価等について

審査単位 審査の主な観点 採択件数（H23） 評価方法 評価内容

特別推進研究
（15億円～25億円程度）

系ごと
・国際的に最先端を競い合う研究
・革新的な学術的貢献の期待

79（新規のみ15）
書面
ヒアリング

・研究者本人による自己評価
　（毎年度）（H20～）
・研究進捗評価
　（研究期間最終年度の前年度）（H20～）
・追跡評価（H20～）
　（研究終了後５年後）

新学術領域研究
（5000万円～15億円）

系ごと
・我が国の学術水準の向上・強化に
つながる新たな研究領域

2,378（新規のみ
1,334）

書面
ヒアリング

・研究者本人による自己評価
　（毎年度）（H20～）
・中間評価
　（５年の研究期間内の３年目）
・事後評価
　（研究期間終了翌年度）

基盤研究（Ｓ）
（5000万円～2億円）

分野ごと

・独創的、先駆的な研究の格段の発
展
・国際的な水準からみてさらに高い評
価を得る可能性

425（新規のみ
90）

書面
ヒアリング

・研究者本人による自己評価
　（毎年度）（H20～）
・研究進捗評価
　（研究期間最終年度の前年度）（H20～）

基盤研究（Ａ）
（2000万円～5000万円）

1,940

基盤研究（Ｂ）
（500万円～2000万円）

8,421

基盤研究（Ｃ）
（500万円以下）

細目ごと 26,062

挑戦的萌芽研究
（500万円以下）

細目ごと
・独創的な発想に基づく挑戦的で高
い目標設定

5,651 書面
・研究者本人による自己評価
（毎年度）（全課題についてH23から実施）
・成果報告書を提出（H23～）

若手研究（Ａ）
（500万円～3000万円）

分科ごと 1,165

若手研究（Ｂ）
（500万円以下）

細目ごと 15,274

※自己評価においては、研究実績の概要、現在までの達成状況及び今後の推進方策について記載させるほか、研究発表（論文、学会発表、図書、産業財産権の取得状況）についても
記載。

分科ごと

・独創的、先駆的な研究の発展 書面
・研究者本人による自己評価
（毎年度）（研究期間４年以上の課題についてH20から実施。H23からは全課
題について実施。）

・将来的な発展が期待できる優れた
発想

書面
・研究者本人による自己評価
（毎年度）（研究期間４年以上の課題についてH20から実施。.H23からは全課
題について実施。）

科研費では、研究の内容、規模、発展段階に応じた審査及び進捗状況の評価を実施しており、採択結果及び
評価結果については全てホームページで公開している。
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